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3.               放送大学大学院修士全科生 金子 健一 

4. はじめに 

5.  淀川のシンボルフィッシュ「イタセンパラ」の復活を目指す団体であるイタセンネット

は、4 月から 11 月にかけて、淀川の城北ワンド、庭窪ワンドで月 3 回（城北 2 回、庭窪 1

回）の環境保全活動を行い、その一環としてオオクチバスやブルーギルなどの外来魚の駆除

を実施している。昨年 11 月、淀川の本流でチャネルキャットフィッシュが捕獲され、淀川

のワンドにチャネルキャットフィッシュが迫ってきていることを改めて認識した。今後の

イタセンネットの活動においてチャネルキャットフィッシュとの遭遇は避けられず、この

機会にチャネルキャットフィッシュ及び外来魚について学ぶことが、今後の活動を有意義

にすると考え、今回のプレゼンテーションに臨んだ次第である。 

6. 材料と方法 

7.  研究の対象とする生物（材料）は国外外来魚のチャネルキャットフィッシュである。研究

対象地は霞ヶ浦の北浦、研究方法は外来魚関係の論文の渉猟と平成 28 年９月 17 日から平

成 28 年 9 月 19 日に茨城大学広域水圏環境科学教育センターで全国の大学生向けの公開臨

湖実習で行われた外来魚（チャネルキャットフィッシュ）調査である。 

8. 結 論 

9.  現在、霞ヶ浦では外来魚問題といえば、オオクチバスやブルーギルによるものではなくチ

ャネルキャットフィッシュによるものであるといわれるほど、繁殖力が強く、生態系被害、

人的被害、経済的被害をもたらしている。淀川のワンドに侵入した場合、従来の在来魚と外

来魚の関係に大きな影響を及ぼす可能性がある。 

10. 今後の展開 

11.  来年度以降のイタセンネットの活動では、チャネルキャットフィッシュとの遭遇、そして

駆除を考えなければならないと思われる。 
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